
医
学
史
瞥
見
」
（
大
島
智
夫
）
と
い
う
分
担
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

が
二
○
頁
ず
つ
と
い
う
、
こ
れ
は
正
に
「
力
わ
ざ
」
と
い
う
ほ
か
あ
る

ま
い
が
、
ベ
テ
ラ
ン
諸
家
が
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
な
し
て
お
い
で
で
あ
る
。

な
お
、
付
章
と
し
て
三
○
頁
近
い
「
わ
が
国
に
お
け
る
医
学
資
料
館
」

（
井
出
研
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
横
浜
市
立
大
医
学
部
同
窓
会
関
係
者
の
間

で
「
横
浜
医
学
資
料
館
」
の
構
想
が
あ
っ
て
調
査
さ
れ
た
も
の
の
よ
う

で
、
不
完
全
と
断
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
分
類
紹
介
は
極
め
て
有
益

な
資
料
で
あ
り
、
担
当
者
の
労
を
多
と
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
本
書
の
先
行
害
と
し
て
は
、
今
回
の
執
筆
者
の
一
人
で

も
あ
る
大
滝
紀
雄
氏
が
一
九
八
三
年
に
本
学
会
の
学
術
大
会
を
主
宰
さ

れ
た
際
の
大
会
長
講
演
を
拡
大
し
て
編
述
さ
れ
た
『
か
な
が
わ
の
医
療

史
探
訪
」
二
七
六
頁
、
同
年
、
秋
山
書
房
）
が
あ
る
。
題
名
が
示
唆
す
る

通
り
脚
も
充
分
に
駆
使
し
て
伸
び
伸
び
と
執
筆
さ
れ
た
ま
こ
と
に
好
も

し
い
一
冊
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
絶
版
に
な
っ
て
久
し
い
。

そ
れ
だ
け
に
価
格
的
に
も
入
手
し
易
い
形
で
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
版
元
が
一
般
出
版
社
と
は
異
な
る

の
で
、
編
者
の
一
人
で
あ
る
杉
田
氏
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
左
記
の

販
売
店
を
わ
ざ
わ
ざ
調
査
し
て
ご
教
示
頂
い
た
。
い
ず
れ
も
定
価
は
送

料
込
み
と
の
こ
と
で
あ
る
。

◇
横
浜
市
大
生
活
協
同
組
合
（
〒
二
三
六
’
○
○
二
七
・
横
浜
市
金
沢
区

瀬
戸
二
二
’
二
・
電
話
○
四
五
’
七
八
六
’
○
一
九
九
・
代
表
）

◇
横
浜
市
役
所
内
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
二
三
一
’
○
○
一
七
・
同

市
中
区
港
町
一
’
一
・
電
話
○
四
五
’
六
七
一
’
一
二
二
一
）

◇
横
浜
総
合
医
学
振
興
財
団
（
〒
二
三
六
’
○
○
○
四
・
同
市
金
沢
区
福

浦
三
’
九
・
電
話
○
四
五
’
七
八
八
’
八
六
三
五
）

（
三
輪
卓
爾
）

〔
発
行
唖
横
浜
市
立
大
学
一
般
教
育
委
員
会
発
行
元
伽
横
浜
市
立
大
学

教
養
部
事
務
室
〒
二
三
六
’
○
○
二
七
・
横
浜
市
金
沢
区
瀬
戸
二
二

’
二
、
電
話
○
四
五
’
七
八
七
’
二
○
五
五
、
一
九
九
七
年
八
月
、
Ａ

５
版
三
○
四
頁
、
一
五
○
○
円
〕

森
納
著

『
歯
の
民
俗
ｌ
民
間
信
仰
・
俗
信
。
く
す
り
ｌ

歯
の
神
様
・
仏
様
あ
ご
な
し
地
蔵
』

こ
の
本
は
郷
土
史
の
研
究
か
ら
民
俗
学
に
興
味
を
持
っ
た
著
者
が
、

少
年
の
頃
の
体
験
か
ら
ふ
と
〃
歯
痛
に
対
す
る
俗
信
、
迷
信
が
多
く
生

ま
れ
、
身
近
な
地
蔵
や
薬
師
如
来
な
ど
が
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
た

の
に
、
そ
れ
が
急
速
に
衰
退
し
た
の
は
何
故
か
〃
と
立
ち
止
ま
っ
た
所

か
ら
出
発
し
て
、
そ
れ
を
手
堅
い
民
俗
学
の
基
本
的
な
手
法
で
追
い
つ

め
て
書
い
た
本
で
あ
る
。
本
当
は
そ
の
面
で
は
全
く
の
素
人
の
私
な
ど

が
紹
介
す
る
な
ど
と
言
う
の
は
少
し
気
が
引
け
る
く
ら
い
が
っ
ち
り
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
承
知
で
敢
え
て
紹
介
す
る
。

先
ず
こ
の
本
は
全
部
で
二
二
五
の
〃
歯
の
神
様
〃
、
〃
歯
の
仏
様
（
地
蔵

さ
ま
、
薬
師
如
来
、
観
音
菩
薩
、
人
）
〃
、
〃
そ
の
他
の
歯
痛
信
仰
〃
、
〃
首
か

ら
上
の
病
気
祈
願
〃
、
〃
諸
病
平
癒
祈
願
の
神
仏
″
の
実
物
に
つ
い
て
、

北
は
岩
手
県
か
ら
南
は
熊
本
県
ま
で
に
亙
っ
て
実
際
に
著
者
が
足
で
確

か
め
て
誌
し
て
い
る
。

机
の
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
集
め
た
情
報
と
は
違
っ
て
、
総
て
の
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内
容
に
確
か
な
臨
場
感
が
読
み
取
れ
る
。
だ
か
ら
今
は
実
際
に
は
す
で

に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
に
就
い
て
も
追
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
拾
い
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数
を
都
府
県
別
に
調
べ
て
見

る
と
、
東
京
別
、
京
都
、
大
阪
各
肥
、
長
野
、
愛
媛
各
岨
、
滋
賀
、
鳥

取
、
島
根
、
兵
庫
各
皿
、
山
梨
、
新
潟
各
８
、
石
川
、
神
奈
川
各
７
、

和
歌
山
、
徳
島
、
熊
本
、
大
分
各
５
、
埼
玉
、
千
葉
、
広
島
、
山
口
、

福
岡
各
４
、
宮
城
、
群
馬
、
富
山
、
静
岡
、
三
重
、
奈
良
、
岡
山
各
３
、

岩
手
、
福
島
、
滋
賀
、
香
川
、
高
知
各
２
、
茨
城
、
岐
阜
、
佐
賀
各
１
、

と
い
う
様
に
な
っ
て
い
る
・
地
域
も
数
も
大
変
な
広
が
り
と
数
で
あ
る
。

ま
た
著
者
は
こ
う
言
う
即
物
的
な
も
の
を
拾
い
挙
げ
た
だ
け
で
な

く
、
〃
歯
の
風
俗
〃
、
〃
歯
に
関
す
る
俗
信
、
迷
信
〃
、
〃
歯
痛
と
民
間
療
法
〃
、

〃
家
伝
薬
、
漢
方
療
法
″
に
つ
い
て
も
色
々
と
拾
い
出
し
て
い
る
。
集

大
成
と
言
っ
た
ら
著
者
は
遠
慮
し
て
そ
う
言
っ
て
呉
れ
る
な
と
言
い
そ

う
だ
が
、
実
際
は
限
り
な
く
そ
れ
に
近
い
事
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。

拾
い
出
さ
れ
た
文
献
も
二
八
五
に
も
及
ん
で
お
り
、
勿
論
私
等
は
初

め
て
見
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
面
か
ら
も
充
分
な
追
及
が

さ
れ
て
い
る
事
が
充
分
く
み
取
れ
る
。
今
後
こ
う
言
う
面
で
何
か
言
う

時
は
、
こ
の
本
を
通
ら
ず
に
は
一
寸
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
。

歯
痛
に
つ
い
て
は
あ
の
ガ
レ
ヌ
ス
も
〃
人
を
殺
す
こ
と
の
な
い
最
大

の
痛
み
は
歯
痛
で
あ
る
″
と
述
べ
て
い
る
が
、
人
類
の
こ
れ
に
就
い
て

の
対
応
に
は
色
々
の
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。

外
国
で
も
こ
の
本
の
様
な
も
の
も
き
っ
と
あ
る
に
そ
う
い
な
い
と
思

う
が
、
そ
う
い
う
も
の
は
外
国
人
に
は
目
に
は
触
れ
に
く
い
と
思
う
。

終
わ
り
に
賛
辞
に
代
え
て
歯
痛
が
歴
史
を
動
か
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

一
つ
添
え
て
み
る
と
、
日
本
の
歯
科
医
学
教
育
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
高

山
歯
科
医
学
院
を
創
立
し
た
高
山
紀
齋
は
、
米
国
留
学
中
に
急
性
歯
髄

炎
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
処
置
が
動
機
で
そ
の
時
の
歯
科
医
の
く
昌
口
の
ロ
‐

言
員
瞥
に
就
い
て
歯
科
医
学
を
志
し
、
そ
こ
で
学
ん
で
帰
国
し
て
今
日

の
東
京
歯
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
高
山
歯
科
医
学
院
を
創
立
す
る
事
に

な
っ
た
。

今
日
の
日
本
で
は
歯
科
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
極
め
て
容
易
に
な
っ

た
の
で
、
こ
ん
な
事
は
起
こ
り
に
く
い
し
、
著
者
も
述
べ
て
い
る
様
に

［
あ
ご
な
し
地
蔵
］
や
［
お
び
ん
ず
る
さ
ん
］
の
様
な
も
の
も
衰
退
し

て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
こ
の
本
の
意
味
の
重
さ
を
改

め
て
思
い
返
す
の
で
あ
る
。

（
榊
原
悠
紀
田
郎
）

〔
発
行
元
二
Ｔ
六
八
○
’
○
一
三
六
・
鳥
取
県
岩
美
郡
国
府
町
糸
谷
二

’
五
森
納
、
電
話
○
八
五
七
’
二
二
’
六
五
三
九
、
平
成
十
年
五
月
、

Ｂ
５
判
一
九
三
頁
、
四
五
○
○
円
〕

鈴
木
七
美
苦

『
出
産
の
歴
史
人
類
学
』

本
書
は
薬
学
を
専
攻
し
、
後
医
学
社
会
史
に
興
味
を
覚
え
、
「
歴
史
人

類
学
」
的
立
場
か
ら
出
産
を
取
り
上
げ
た
著
者
の
学
位
論
文
を
本
に
し

て
お
り
、
文
献
の
引
用
も
豊
富
で
、
多
彩
な
考
按
を
加
え
た
註
と
相
俟

っ
て
、
本
格
的
な
学
術
書
の
体
裁
を
な
し
て
い
る
。
助
産
史
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
評
者
も
、
一
読
し
て
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。
特
に
十
九
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